
平成19年度第4回理事会議事録

期　日：平成19年5月27日（日）10:00～17:00

場　所：東京青山フォーシーズ会議室

参加者：占部副会長、周東監事、国見理事長、奥村理事、丸田理事、仲野理事、濱田理事、濱本理事、荒川理事、河内理事　（高木元理事、熊川元理事　退任挨拶のため）
欠　席：丹羽理事（地元行事参加のため）、神谷理事（出欠連絡無し）
議事録：河内 　　確認：丸田理事（東日本）、濱本理事（西日本）
１　委員会報告

　①レース委員会（濱田理事）

· 全日本枠配分の目安について別紙にて説明。文言等修正し、公示する。（承認）
（今年度のレースについてもこの目安に基づき査定する。）

· ノルウェーフレンドシップレースは3名の申請であったが、申請時の参加予定人数と比較にて実際の人数が大幅に少ないため、2名に減員する。（承認）
· 全日本選手権大会の参加人数について、現在アンケートを準備済。別府大会前に配布し、各クラブの意見を聞きたい。（近日配送）
· 全日本チームレースにシンガポールチームを招待したい。
　②広報委員会（河内理事）
· 会員から協会ＨＰについて、更新情報を欲しい旨の要望あり。→協会のメールマガジンを復活し、更新情報を送付する。（近日中に実施）

· ＨＰについては、協会、広報を一括表示できるよう改修する。（次回理事会までに実施）

　③財務、会計委員会（奥村理事、仲野理事）

· ＳＳＦスポーツエイドの補助金がおりたので、今年度もプールでヨット教室を開催する。今年度は福岡、京都、愛知、神奈川で実施する。

· 入出金状況説明。

　④計測委員会（荒川理事）

· ＪＳＡＦによる計測委員会が今年度から稼動する。
これまでは、公式計測員の認定をＪＯＤＡで行っていたが、今後はＪＳＡＦが認定する。

ＥＲＳ（計測の基本的ルール）をＯＰにも取り入れることとなる。ＯＰ協会の公式計測員はＥＲＳの講習を受ける必要がある。

大会計測は公式計測員である必要はないため、これまでＪＯＤＡが認定してきた準計測員は今後も大会計測を行なっていただく。

· 6月30日西宮において計測講習会を実施する。（神奈川においても開催要望有）
· 今年の全日本から、セール№は正規のものしか認められない。（決定）
　⑤海外派遣（濱本理事）

· ナショナルチームについて、内定どおり決定したい。（承認）
· 各チームの監督、コーチは

　　ワールド　：濱本監督、後藤コーチ

　　アジア　　：大原監督、市川コーチ　射羽国代表

　　ヨーロッパ：濱田監督、若村コーチ

· アセアンは7名出場可能、現在最終選考会上位者から確認中。
· ナショナルチーム合宿報告

内定者全員が参加した。（若林、埼玉、新谷各選手は初日のみ参加）

チームフラッグ作り、英会話ゲーム、座禅等、選手、保護者に好評であった。

保護者とコーチの役割分担について要望あり。

今後、ナショナルチーム合宿をナショナルチーム以外の選手の育成に活用できないか検討する。（理事会にて検討）

· 全日本選手権大会（別府大会）オフィシャル宿舎を｢花菱ホテル｣に決定。
· 全日本選手権大会に韓国チームを招待したい。（承認）
　⑥事務局（丸田理事）

· 函館ジュニアから北海道地区のジュニアヨット活動を活性化したい旨の相談有。

→会員以外に全日本の枠を付与できないが、函館ジュニアの一員として登録するなどして、協会に参加していただきたい。（回答）

· 新規加盟クラブについて

海陽海洋クラブ、Ｂ＆Ｇなごや海洋クラブ、Ｂ＆Ｇサントピア海洋クラブから加盟申請あり。
海陽、サントピアは新規クラブであり問題ない。Ｂ＆Ｇなごやは現在のなごやジュニアと実体が同じである。クラブ枠や、評議員数増のための申請である可能性があるため調査が必要。（一部保留）

· 新規登録について、クラブに所属しない選手会員等、今後検討する必要あり。

（理事会にて検討）

２　臨時総会の結果について

　　前日（5月26日）開催された臨時総会において、｢江ノ島ヨットクラブジュニア｣の2年間の資格停止とオペレーションスタッフ｢小宮亮氏、有馬彰氏、東博徳氏、熊川博氏、木内誠氏、戸田和伸氏、原田浩二氏、坂上智文氏、小宮恵美氏、埼玉浩史氏、新谷章氏、新谷珠代氏、高木慶太氏、高橋昌威氏、守屋武彦氏｣の除名が決定したことを受け、今後の対応を検討し、以下を決定した。
· ジュンレガッタの全日本枠は３→０

· 熊川理事、高木理事は解任される。→次回総会まで補充は行わない。

· 第40回全日本の開催地、委託先を再度検討する。

· 除名された方々は、ＪＯＤＡの許可無く、ＪＯＤＡが主催、または共催する行事への参加、会場への立ち入りを禁止する。（大会等のＮＯＲ，ＳＩに明記する。）

次回理事会は9月8日（土）

以上


